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　今日、“モノ”が遅れず確実に届くということが「あたりまえ」になってい

ます。当日配送のサービスをはじめ、これだけ時間通り正確にモノが届

くのは日本だけでしょう。これは、輸送事業者並びに従事者の弛まぬ努

力のおかげにほかなりません。特に国内貨物輸送量（トンベース）の９割

を占めるトラック輸送は、日本の物流の主役として国民生活や経済を支

えています。“モノが回らないと、経済が回らない”と言われるように、社

会にとって必要不可欠な事業を長きにわたり続けてきているのが株式

会社相模運輸です。

　同社は、一般貨物自動車運送事業者として、昭和35年に吉田修一社

長の父である幸一氏によって創業され、今年で創立65年目を迎えます。

現在、相模原を中心に各地へオーダー輸送を行っており、主な輸送品目

は精密機械、機械部品、食品、引っ越し貨物など多岐にわたります。吉田

社長は、大学卒業後、立川に本社がある多摩運送株式会社で６年間の勤

務経験を経て同社に入社、平成12年に代表取締役に就任しました。ト

ラック運送業は、典型的な労働集約型産業であることから効率化が難

しく、法規制などの外的要因に影響を受けやすいため、経営の安定性を

保つために事業の多角化に取り組んできたそうです。時代の変遷ととも

に貸倉庫・貸事務所・貸店舗部門、損害保険代理店、引っ越し部門及びト

ランクルーム部門を開設、さらには産業廃棄物収集運搬部門から特定

信書便事業などの新事業を適時開設。不動産投資にも力を入れてきた

ことが安定した事業の継続につながったのではないかと吉田社長。

　そんな吉田社長は、生まれも育ちも相模原。清新小学校から清新中学

校を経て、神奈川県立相模原高校へ進学。中高時代は、ミュンヘンオリ

ンピックで金メダルを獲得した大古選手や森田選手に憧れてバレー

ボール部で汗を流す。その後、成蹊大学経済学部経営学科へ進学、アメ

リカに憧れてアメリカンフットボール部に入部。練習では格闘技さなが

らのハードなタックルで生傷や怪我が絶えず、年齢を重ねるごとに古傷

が痛むこともあるのだとか。それでも、今振り返るとコンタクトのあるス

ポーツは常に真剣勝負で面白かったそうです。吉田社長が相模運輸に入

社したのは昭和63年。当時は昭和バブルの真っただ中、多くのドライ

バーは給料の高い建設業界へ流れてしまうため、深刻なドライバー不足

になったそうです。そのような状況から、吉田社長はドライバーとして大

阪や九州など日本全国を休みなく走り抜ける日々が続きます。とてもき

つかったそうですが、自社の仕事だから無理もできたのだといいます。趣

味はプロ級の腕前をもつゴルフとアユ釣りです。もともとは海釣りからはじ

株 式 会 社 相 模 運 輸
代 表 取 締 役 　 吉 田 　 修 一

「物流の最適化に向けて」

代表取締役： 吉田　修一（よしだ　しゅういち）
所在地 ：神奈川県相模原市中央区千代田 2-1-8
従業員数 ：  15 名
事業内容 ：  運送業



まり、マリアナ海溝や八丈島で磯マグロやかんぱちなどの大物を釣っ
ていました。現在では相模川や道志川でアユ釣りを楽しんでいるとの
こと。ちなみに、おすすめポイントは岐阜県の郡上八幡だそうです。
　長年にわたる運輸業界での経験と人脈を持つ吉田社長は、平成28
年から一般社団法人神奈川県トラック協会の会長に就任され、トラッ
ク業界の発展と2024 年問題などの課題解決に取り組んでいます。
2024 年問題とは、昨年4月からトラックドライバーの時間外労働の960
時間上限規制と改正改善基準告示が適用され、労働時間が短くなる
ことで輸送能力が不足し、「物流の停滞」「物流コストの増加」「運送
会社の収益減少」「ドライバーの収入減少」などの問題のことをいい
ます。神奈川県内の貨物自動車運送業者は約 3 千社（全国に約 6 万社）
が存在し、とても重要な問題となっています。こうした問題を解決して
いくためは、予約システムの導入による荷待ち時間や待機時間の削減、
業務効率化、長距離輸送や配送オーダーのリードタイム延長など、荷
主とトラック事業者が連携して取り組んでいくことが必要です。また、
荷主へはドライバーの労働環境改善などに取り組むための適正な運賃
の設定や燃料サーチャージ、付帯作業料金、高速道路利用料などの
収受への理解が重要なポイントとなります。さらに消費者の方々には、
再配達を減らす工夫やまとめ買いによる運送回数の削減と適正価格へ
の引き上げに対する理解が必要となります。しかしながら、なかなか
消費者に理解を得るまでに至っていないのが現実だそうです。これま
で、国土交通省や関連省庁も動いているが、人件費の上昇や燃料費の

（表面からつづく）

　SIC はビジネス・インキュベーション ( 以 下、
BI) 活動を行う支援機関として、一般社団法
人 JBIA に団体登録しています。JBIA( 日本ビ
ジネス・インキュベーション協会 ) は産業創
造を目的として主に起業家やベンチャー企業、
近年ではスタートアップ企業を支援する人材
の育成・輩出、またそのためのネットワーク
形成や、支援活動に必要となる情報の収集・
共有・アップデートを行っており、SIC は JBIA 
と、また全国の産業支援機関と相互に協力し
ながら日々、研鑽にも努めています。

　起業家等の支援に従事する支援者、ひいて 
は地域における産業創造の担い手を “イン
キュベーション・マネージャー (以下、IM)” と
呼び、JBIA では IM の養成研修を毎年実施し、 
IM の認定制度を設けています。養成研修は
約 5 ヶ月間にわたって、スクーリング、起業
者対応実習、BI 現地実習がカリキュラムとし
て構成され、SIC は研修生を毎年、全国各地
から BI 現地実習機関として受け入れていま
す。 2017 年には全国にわたる支援機関で活
躍する IM の育成に努めてきたとして、JBIA 
から感謝状を頂きました。今年は秋田県、福
島県、 神奈川県から各 1 名ずつ、計 3 名の研

全国に広がるインキュベーション活動
～インキュベーション・マネージャー養成に貢献するＳＩＣ～

高騰があっても価格転嫁はすんなり出来ず、荷待ち・待機時間や再配
達も無料が “あたりまえ” になっています。吉田社長は、この “あた
りまえ” を消費者の方々に見直して頂き、変化を受け入れていただけ
るよう、これからも「物流の最適化」に向けて意識改革を進めていき
たいと話します。
　トラック輸送は国民の安全や生活、そして経済を支える重要なイン
フラであり、ライフラインであるといえます。今後、労働人口が減少し、
さらなる労働時間の短縮要請が見込まれる中、これまで通り “あたり
まえ” にモノが届くことを止めないためには、トラック事業者と荷主、
そして消費者が、より理解を深めていくことが大切といえるでしょう。
引き続き、「物流の最適化」に向けて取り組む吉田修一社長とトラック
輸送事業に従事する多くの方々に心からエールを贈ります。

団体役職
・一般社団法人神奈川県トラック協会会長（平成 28 年 6 月～）
・公益社団法人全日本トラック協会副会長（令和 3 年 7 月～）
・神奈川県自動車交通共済協同組合副理事長（平成 20 年 5 月～）
・陸上貨物運送事業労働災害防止協会神奈川県支部長（平成 28 年 5 月～）
・一般社団法人神奈川県自動車会議所会長（平成 28 年 5 月～）
・社会福祉法人すすきの保育園評議委員を歴任（令和 2 年 5 月～）
※㈱さがみはら産業創造センター取締役（平成 14 年～平成 31 年）

　地域を超えて広がる起業家支援活動におい
て、SIC は支援者の育成にも貢献しながら相 
模原を地盤としたインキュベーション活動に、 
これからも邁進していきます。

修生を 9 月に受け入れ、累計は 70 名を超え
ています。 研修の中では相模原市の産業特性
や重点施策から SIC 内の具体的な支援活動を
説明し、各地域での活動に関して意見交換も
行いました。 研修生と直にコミュニケーション
をとり、最新情報や支援実務における課題な
どを共有することで、SIC も日常の支援活動
に活かしつつ、さらなるネットワーク形成につ
なげています。

　さらに、JBIA では一定の経験と知識を獲得 
した IM をシニアー IM として認定しています。 
前述の IM の養成研修では、指導力や人柄に 
おいてふさわしいとされたシニアー IM が各受 
講生に一人ずつ、インストラクターとして4 ヶ
月間の指導を行います。SIC は全国でも IM 数
が多い BI に位 置 付けられ、全 10 名の認 定 
IM のうち、3 名がシニアー IM として登録し、 
毎年インストラクターとなって他地域の新人 IM 

育成にあたります。支援活動に従事してい る
現役の IM が後進の育成にも従事するスキ ー
ムは机上の理論にとどまらない、実践型の育
成システムとも言えます。JBIA シンポジウ ム
2024( 令和 6 年 11 月 8 日 ( 金 ) 開催 テーマ :

「IM 養成のエコシステム」   於 : 機械振興会館 
研修室 ) では全国 96 名のシニアー IM から 4
名がインストラクター報告を行い、 SIC の片山
( 事業創造部 インキュベーシ ョン課長 ) が『主
体的な “支援機会の創出” で IM マインドを醸
成』と題して活動報告と、地域でのスタートアッ
プ創出における IM の役割などについて、SIC 
で実際に行っている支援活動や成果をもとに
発表しました。



橋本韓国酒場 ぶーなっち
　橋本駅北口より徒歩 4 分、ネオンの看板が印象的な
韓国料理のお店。店名の「ぶ ー」は言葉の響きから豚
肉や姉妹店のスナ ック「ブーべ」にかかっており、「なっ
ち」 は韓国語の「サンナッチ = タコ」を意味し ているこ
とから、お店一押しのメニューに もなっています。
　今回はランチで 3 品を注文。ランチ全品 に日替わり
の小鉢 3 種 ( パンチャン ) が付 いており定食を引き立て
ます。オーナー、 店長、厨房責任者が韓国、新大久保
等に足 を運び独自の仕入れルートを開拓。橋本に いな
がら本場の味を存分に楽しむことがで きます。
　夜はやかんで味わうマッコリや種類が豊 富なチャミス
ルと店長が目の前で焼き上げ る生サムギョプサルを楽し
みたいですね。 ごちそうさまでした !( 大谷 )

豚肉とタコの旨辛炒め
チュクミサムギョプサル定食

ご飯物の王道 石焼ビビンパ

優しいスープがクセになる コムタン定食

店長の岡田さんと厨房責任者の奥様

神奈川県相模原市緑区橋本 3-15-17 HK ビル 1F102
042-703-0800
<ランチ>月~土 11:00~14:00(L.O.13:30)
<ディナー >月~木 17:00 ~ 25:00(L.O.24:00)
金・土・祝前日 17:00 ~ 26:00(L.O.25:00) 
日・祝日 12:00~24:00(L.O.23:00)
水曜日

https://boo-natch.jp/

【 住 所 】
【 T E L 】
【営 業 時 間】

【定 休 日】
【 U R L 】

謹賀新年
新年挨拶

株式会社 さがみはら産業創造センター

代表取締役　　　　　

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　 令和7年の幕開けに際し、皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。また、平素より株式会社さがみはら産業創
造センターの活動にご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
　昨年は、ポストパンデミックにおいて、デジタル技術の進展や持続可能性への意識の高まりにより、企業活動のあり方が再
定義される中、入居企業への個社支援をはじめ、地域産業の活性化に向けた多様な取り組みを進めてまいりました。特に、地
域中小企業のデジタルトランスフォーメーション(DX)推進や生産性向上に向けたロボット関連事業の推進、地域企業の採用
支援や人材育成事業の実施等により、多くの企業の皆様と共に新たな価値創出に取り組むことができました。
　本年、当センターは創立 26 年目の年を迎えます。この四半世紀、私たちは「地域経済の発展に貢献する」という理念のもと、
相模原市を中心とする地域産業の発展を目指し、様々な挑戦を重ねてまいりました。この 25 年の歩みは、ひとえに相模原市
をはじめとする株主の皆様、入居企業や地域企業の皆様、そして多くのパートナーの皆様のご協力の賜物であり、 改めて深く
感謝申し上げます。
　これからの地域産業には、ますます革新と柔軟性が求められます。当センターでは、これまでの経験と実績を礎に、新たなス
テージへの挑戦を続けてまいります。そして、今年は特に以下の 3 つを重点的に取り組んでいきます。
　1. 起業支援の拡充
　橋本駅周辺や相模大野駅周辺地域を創出拠点として、新しいビジネスアイデアを持つ起業家の方々が安心して挑戦できる
　環境の整備を進めます。また、Desk10 などの 「場」の強みを活かし、起業家がスケールアップするための長期的な支援を促
　進します。
　2. 地域連携の強化
　自治体、地域の大学や研究機関、大手企業との連携を深め、起業の促進を図るとともに、新たな技術開発などに取り組みま 
　す。また、参画している株式会社ケイエスピーが組成する投資ファンドなどを活用し、相模原から IPO 企業の創出を目指す
　など、地域全体の競争力向上に貢献することを目指します。
　3. オープンイノベーション推進拠点の整備
　大手企業との連携により新たな研究開発拠点の整備を進めます。これにより、規模拡大や生産拠点の確保を必要とする入
　居企業の市内移転を進めると共に、成長産業の相模原市内への誘致を促進することで、地域企業とベンチャー企業、ベン　
　チャー企業と大手企業の連携によるイノベーションを創発し、地域経済の一層の活性化につなげます。

　令和 7 年も、私たちは地域から未来を創る“ビジネスインキュベータ”として、皆様と共に歩んでいきたいと考えています。 
　どうぞ本年も変わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。
　 結びに、皆様のご健勝と貴社の益々のご繁栄を心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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吉田社長は仕事と時間をやりくりして趣味の時間を捻出し、とき
にはハワイなど海外へも 行かれるそうです。ハワイには高知城
天守を模したマキキ聖城教会があり、戦前から日系移民の拠り
所だったとか。皆さんには、どんな拠り所がありますか?SIC は
中小企業の拠り所となるよう専心いたします。本年もよろしくお
願いいたします。

イベントカレンダーSIC EVENT CALENDAR令和7年1月時点

~3月14日(金) SIC-1大規模修繕工事
2月3日(月) The HINT68 "価格転嫁"を円滑に進めるためには?

賃料/月額
（共益費込・消費税込）空 室 数部　屋

SIC-1
Startup Lab.

〇スモールオフィスA（23.6㎡）
〇スモールオフィスB（17.3㎡）

1※2

7※1※2

86,570円

70,620円

最新の情報はウェブサイトをご確認ください。
※1 2 月以降入居可能 5 部屋、※2 4 月以降入居可能 2 部屋(A、B 各 1 部屋)

SIC空室情報 (令和7年1月15日 現在) ※お気軽にお問い合わせください。

入居企業を募集しています。

詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。

開催内容等、詳しくはウェブサイトをご覧ください。

SIC 大望年会を開催しました !

　12 月 17 日 ( 火 ) 入居企業交流の一環として、16 社 41 名参加の SIC 大望
年会を開催しました。
　今回はお祭りをテーマとしたミニゲーム大会を行い、入居企業のみなさま
には、魚釣りやボウリング、射的などを楽しんでいただきました。最後は恒
例のビンゴ大会を行い、盛況な会となりました。これからも入居企業の皆様
に楽しんでいただけるよう、スタッフ一同、励みます。

令和7年2月3日(月) 15:00-16:30

　価格転嫁には、自社の強みを再認識することと、物価や賃金上昇の構
造的背景を理解し交渉先の納得感を高める準備が必要です。今回の 
HINT では交渉先にとって腹落ち度の高い値上げ交渉について学びます。
　またセミナー内では事例紹介やミニワークも実施します。

　6 月 8 日から始まった第 18 期職場リーダー養成塾は、12 月 

11 日の成果発表会をもって修了しました。これまでに109 社の

べ 282 名が修了生として企業で活躍しています。

　職場リーダー養成塾は、中小・中堅企業の中間管理職者及び

候補者のリーダ ーシップ力を養成することで、地域企業の持続

的成長や発展に必要となる将来の幹部候補人材を育成すること

を目的に行うものです。

　カリキュラムでは、コーチングレッスンを基にした「巻き込み

力」・異業種でのチームディスカッションによる「他流試合」・塾

生が各自の職場の課題解決を行う「社内実践」を通じて、コミュ

ニケーション技法を習得しつつ、課題解決のプロセスを学びます。

成果発表会では、塾生や講師だけでなく、来賓者である経営者

や上司が見守る中、約 2 か月間にわたり社内で取り組んだ課題

解決の実践結果や自己分析によるリーダーシップ力の変化、今

後の行動計画をプレゼンテーション形式で発表しました。

【 日 時 】

川崎 雄史氏
ハンズオン・ジャパン 代表 中小企業診断士

【 講 師 】

～価格交渉は自社の強みを PR する絶好の機会 !! ～
" 価格転嫁 " を円滑に進めるためには ?
SIC ミニセミナー The HINT68

SIC-2 会議室 A【 会 場 】

12 名(先着順)【 定 員 】

無料【 参 加 費 】

さがみはら産業創造センター片桐、 片山【お 問 い 合 わ せ 先】

【詳細、お申込はこちら】

第18期職場リーダー
養成塾が修了しました!


